
会計課

予算係

2234

番号 事業名 会計 款 項 目 説明事業

B41
学校正常化に係る体制強化に伴う経費 警察費 警察本部費 一般行政費

警察法 戦略項目

分野施策 010401 防犯対策の推進と捜査活動の強化

１　事業の概要 ５　事業説明

２　事業主体及び負担区分

３　地方財政措置の状況

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員

予算額

財　　源　　内　　訳

一般財源
諸 収 入

決定額 40,604 4,677 35,927 40,604

前年額 0 0

平成25年度予算見積調書
課室名:

担当名:

内線: (単位：千円)

一般会
計

警察管
理費

事 業
期 間

平成25年度～ 根 拠
法 令平成25年度

　非行が深刻化した問題行動が著しい中学校では、いじ
め問題の発生が強く懸念されるため、生徒の生命・身体
が損なわれる痛ましい事案を防ぐとともに、学校の要請
に応えるためにスクール・サポーターを緊急増員する。

（1）学校正常化に係る体制強化に伴う経費　　　　　
　　　スクール・サポーター12人の増員    40,604千円

（1）事業内容
　　　学校正常化に係る体制強化に伴う経費　スクール・サポーター12人の増員　　40,604千円
　　ア　勤務時間　　週5日、1日あたり6時間勤務（※週のうち1日5時間勤務）
　　イ　現員　　　　28人（元警察官又は教員経験者）
　　ウ　主な活動内容
　　（ア）対教師暴力、生徒間暴力及び器物損壊事案等への対応
　　（イ）校内パトロールによる授業妨害やエスケープの防止、指導
　　（ウ）校内非行グループを形成する生徒及び保護者への指導及び助言
　　（エ）教職員に対する指導・助言

（2）事業計画：平成25年度　
　　　既存のスクール・サポーター28人に加え、増員分12人を要請のあった中学校に派遣する。

（3）事業効果
　　　非行が深刻化している中学校の早期正常化を図り、いじめを含む非行・問題行動を発見・防止する。
　　【派遣状況】　　　　　　平成21年度　　平成22年度　　平成23年度　
　　　派遣要請数　　　　　　　　46校　　　　　53校　　　　　54校
　　　派遣校数　　　　　　　　　35校　　　　　36校　　　　　36校
　　　スクール・サポーター　　　32人　　　　　24人　　　　　27人

（4）県民・民間活力、職員のマンパワー、他団体との連携状況
　　　市教育委員会や学校と連携しながら、生徒の健全化及び学校の正常化を図る。

　　[派遣から派遣終了までの手続き]
　　　①　非行が深刻化した中学校からの相談・要請を受け学校の視察を行う。
　　　②　中学校、教育委員会、中学校を管轄する警察署、少年課等で派遣検討会を開催する。
　　　③　派遣検討会の結果に基づきスクール・サポーターを派遣する。
　　　④　中学校、教育委員会、中学校を管轄する警察署、少年課等で成果検討会を経て派遣終了を決定する。

　　（県10/10）

普通交付税（単位費用）
（区分）警察費　（細目）警察管理費
（細節）警察職員費
（積算内容）相談員等

前年との
対比
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